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申し上げたいこと

１．田園都市線の輸送改善経緯

２．現業における取り組み事例

（１）追込み時分の短縮

（２）停車時分の短縮

３．研究報告へのコメント
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田園都市線の輸送改善経緯

～混雑緩和・遅延抑制に向けて～
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直通運転路線図
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渋 谷 大手町

南栗橋
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押 上

東武伊勢崎線・日光線

東京メトロ半蔵門線

東急田園都市線
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田園都市線の輸送状況

【２００７年当時】
最混雑１時間（渋谷着７：５０～８：５０）

１９８％２分０５秒１０両×２９本

平均混雑率運転間隔輸送力
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６ドア座席格納車両の導入
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準急運転の実施
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準急運転化（渋谷着７：５０～９：００）

※追い越し追い抜き急行

準急
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準急運転の実施

中央林間 長津田 二子玉川 渋谷

急行

各停

ピーク１時間の種別毎平均混雑率（実施前）

４０～５０％
の開き
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準急運転の実施

中央林間 長津田 二子玉川 渋谷

ピーク１時間の種別毎平均混雑率（実施後）

各停

準急
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オフピーク通勤・通学の促進
朝ピークサイド増発経緯

１本２００９年

１本１本２００８年

２本２００６年

２本２００３年

２本２００２年

ピーク後ピーク前
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オフピーク通勤・通学の促進
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現業における取り組み事例

～肌で感じて創意工夫～
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朝ラッシュの運転間隔

停車時分

６５秒

２分０５秒ヘッド

駅

６０秒
追込み時分
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運転速度と運転時分の関係

Ａ駅 Ｂ駅 Ａ駅 Ｂ駅

運転速度

運転時分

運転時分
短い

(C)Mr.  Takashi ONO (TOKYU Corporation), Institute for Transport Policy Studies, 2010



追込み時分の短縮

渋 谷池尻大橋

(C)Mr.  Takashi ONO (TOKYU Corporation), Institute for Transport Policy Studies, 2010



追込み時分の短縮

在線状況表示器

渋 谷池尻大橋

２０
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在線状況表示器の機能

渋谷駅

【先行列車の状況】

2０

5

渋谷駅に進入していない

「白」点灯

渋谷駅に進入中

「赤」点滅

渋谷駅に停車中

「赤」点灯（秒数表示）

渋谷駅を進出中

「白」点滅（秒数表示）
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補助看板

運転操作の目安
となる「標」を軌間
に設置
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停車時分の短縮
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ホーム合図方式の変更（渋谷駅）

【従来の方法】

車掌

合図器
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ホーム合図方式の変更（渋谷駅）

【変更後】

車掌

合図灯
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混雑率の変化

最混雑１時間（渋谷着７：５０～８：５０）

▲ １１％１８７％１９８％

比 較２００９年２００７年
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遅延時分の比較
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研究報告へのコメント

・ 遅延の発生・波及メカニズムの現状分析
・ 列車の運行挙動をシミュレーションにより再現

→遅延の拡大抑制、ダイヤの早期回復のため
の列車間隔の適正値を提案

■「前へ前へ」の運行方式に、新たな視点から改善策

の提案

■駅の乗降や、線区全体の影響も含めた最善策の追
求など、今後の深度化に期待
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現業第一線における
列車遅延抑制の取り組み
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ご清聴ありがとうございました
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